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平成 25年度当初予算と各種主要事業

　平成２５年度予算が、市議会３月定例会

で議決されました。

　一般会計予算総額は１２９億５，１００万

円で、対前年比２．１％の増加となりまし

た。

　引き続き厳しい歳入状況が見込まれると

ころでありますが、新行政改革の基本方針

である「市民満足度の高い行政サービスの

推進」と「成果を重視した効率的な行財政

運営の推進」を念頭に、喫緊の課題である

市民の暮らしの安全や安心に配慮した各種

事業に取り組むほか、本年は、わがふるさ

との偉人・小林一三翁の生誕１４０周年

の記念すべき年でもあることから、生前、

一三翁が様々な事業を遂行するにあたり、

座右の銘にしていた『胆大心小』（たんだ

いしんしょう＝気持ちは大きく、その上、

細やかなことへの配慮を怠らないことの意

味）の心がけにも学び、本市が進める『美

しく、人・地域が輝く未来へのものがたり』

の実現に向けて、ときに大胆に、かつ、細

やかな気配りをしながら、市民協働による

まちづくりを積極的に進めてまいります。

　以下、平成２５年度主要事業（国の経済

対策に伴う繰越事業含む）の動向等につい

てご紹介します。

美しく、人・地域が輝く未来へのものがたり

夢と感動のまちづくり

歳入合計
129億 5,100 万円

歳出
（性質別）合計
129億 5,100 万円

歳出
（目的別）合計
129億 5,100 万円

市税（33.7%）
43億5,622万9千円

補助費等
（16.6％）

21億4,437万円

物件費（17.6％）
22億7,420万6千円

民生費（34.7％）
44億9,569万6千円

地方交付税（18.7%）
　24億2,000万円

人件費（15.4％）
19億9,347万3千円

土木費（12.7％）
16億3,921万6千円

予備費（0.2％） 3,000万円 予備費（0.2％） 3,000万円

労働費（0.3％） 3,702万円

貸付金（0.0％） 600万円
災害復旧費（0.0％） ４千円

その他（1.3%） １億7,725万5千円

財産収入（0.5％）  6,645万6千円

分担金及び負担金（1.3％） １億6,463万4千円
使用料及び手数料（2.5％） 
３億2,331万1千円

地方譲与税等（4.1％）
５億4,500万円

繰入金（8.3％）
10億7,421万8千円

県支出金
（8.8％）
11億4,156万7千円

市債（10.9%）
14億630万円

扶助費（15.0％）
19億4,875万5千円

衛生費（12.0％）
15億5,334万4千円

公債費（11.2％）
14億4,661万9千円

議会費（1.3％）
１億6,816万7千円

消防費（3.4％）
４億4,498万4千円

農林水産業費（3.6％）
４億6,902万7千円積立金（0.6％） 7,554万3千円

商工費（1.1％） １億3,549万9千円

国庫支出金
（9.9％）

12億7,603万円

維持補修費（0.6％） 7,534万3千円

公債費（11.2％）
14億4,661万9千円

普通建設事業費
（11.3％）

14億6,329万6千円

災害復旧費（0.0％） ４千円

総務費（10.4％）
13億4,796万3千円

繰出金（11.5％）
14億9,339万1千円

教育費（9.1％）
11億8,346万1千円

※地方譲与税等は、地方譲
与税のほか、利子割交付金、
配当割交付金等の各種交付
金の合計額
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地
域
介
護
予
防
支
援
事
業

　
地
域
に
お
け
る
自
主
的
な
介
護

予
防
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
新

た
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委

託
に
よ
る
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業
」
を
立
ち
上
げ
る
と
と

も
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
職
員

を
派
遣
し
、
さ
ら
な
る
高
齢
者
福

祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

防
災
体
制
の
強
化

　
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や
そ

の
後
の
集
中
豪
雨
な
ど
を
教
訓

に
、
自
然
災
害
の
脅
威
か
ら
市
民

食
育
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

　
食
の
安
全
性
に
対
す
る
意
識
の

変
革
や
健
康
志
向
へ
の
高
ま
り
な

ど
に
伴
い
、「
食
育
」
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、「
第
２
次
食
育
推
進

計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
、
食

育
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

地
域
の
絆
を
深
め
る

福
祉
社
会
の
実
現

　
地
域
福
祉
計
画
ほ
か
、
３
つ
の

社
会
福
祉
関
係
が
、
平
成
26
年
度

に
終
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
改

め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
策
定
を
進

め
ま
す
。
計
画
の
策
定
に
際
し
て

は
、
市
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

分
析
等
を
同
時
に
行
い
、
各
計
画

間
の
連
携
や
整
合
性
を
重
視
す
る

な
か
で
、
よ
り
質
の
高
い
地
域
福

祉
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

保
育
園
機
能
の
充
実

　
保
育
園
再
編
整
備
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
、
第
１
園
目
の

保
育
園
建
設
は
、
現
在
の
円
野
・

旭
・
龍
岡
保
育
園
を
含
む
ゾ
ー
ン

と
し
て
、
市
営
若
尾
住
宅
南
側
市

有
地
に
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
本
年
度
は
、
施
設
建
設
に
向
け

た
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
一
部
工
事
に

も
着
手
す
る
予
定
で
す
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
を

の
び
の
び
育
む
ま
ち
づ
く
り

快
適
な
学
習
環
境
の
推
進

　
学
校
生
活
に
お
け
る
快
適
な
教

育
環
境
実
現
の
た
め
、
韮
崎
北
東

小
学
校
の
校
舎
床
改
修
工
事
や
穂

坂
・
韮
崎
北
西
小
学
校
の
プ
ー
ル

槽
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
の
確
保

　

小
中
学
校
体
育
館
の
非
構
造
部

材
の
耐
震
改
修
に
取
り
組
み
、
安

心
・
安
全
な
学
習
環
境
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
市

消
防
団
竜
岡
分
団
へ
の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
の
配
備
な
ど
、
防
災
・

減
災
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
防
災
・
減
災

リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
、
自
主
防
災

組
織
の
充
実
を
図
る
う
え
で
特
に

重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
引

き
続
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
働
し

て
、
防
災
・
減
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

道
路
ス
ト
ッ
ク
点
検
事
業

　
昨
年
12
月
に
発
生
し
た
笹
子
ト

ン
ネ
ル
天
井
板
崩
落
事
故
な
ど
を

踏
ま
え
、
市
が
管
理
す
る
ト
ン
ネ

ル
３
箇
所
、
道
路
51
路
線
に
つ
い

て
点
検
を
実
施
し
、
老
朽
化
対
策

及
び
事
前
防
災
対
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

将来を担う子どもを　　　　　　　　
のびのび育むまちづくり　      予算額（千円）
1 子ども医療費助成事業 131,153
2 ひとり親家庭医療費助成事業 19,752

3 地域子育て支援センター運営事業 20,053

4 児童センター運営事業 32,428
5 児童扶養手当施行事業 127,380
6 児童手当施行事業 528,260
7 母子健康診査事業 25,026
8 保育所運営事業 599,035
9 病児・病後児保育事業 2,606
10 保育園再編整備事業 522,392
11 私立幼稚園奨励補助事業 26,797
12 小中学校運営事業 92,428
13 小中学校施設管理事業 78,975
14 小中学校教育振興事業 45,759
15 育英奨学金貸付事業 6,000

誰もが安心して暮らせるまちづくり　  　　
  　 　　　　　　　　　　　　 　予算額（千円）
1 保健対策推進事業 5,982
2 予防接種事業 86,999
3 健康診査事業 4,289
4 特定健診事業 20,315
5 人間ドック事業 9,299
6 がん検診事業 43,910

7 みんなで支える地域福祉推進事業 16,410

8 重度心身障害者医療費助成事業 119,754
9 障害者自立支援事業 575,227
10 地域福祉関係計画策定事業 5,324
11 消防団運営事業 51,525
12 消防ポンプ自動車整備事業 17,401
13 災害対策事業 13,999
14 河川・水路整備事業 20,248
15 生活保護施行事業 279,842
16 緊急雇用対策事業 16,780
＊ 韮崎市立病院運営事業費 2,619,927
＊ 国民健康保険運営事業費 3,467,777
＊ 後期高齢者医療保険運営事業費 261,288
＊ 介護保険運営事業 2,195,731

教   　育

健　  康福　  祉

子 育 て

防 

災 

・  

減 

災

＊印は、特別会計・企業会計
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心
地
よ
い
定
住
環
境
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、

自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
の
現
状

と
課
題
を
見
据
え
た
な
か
で
、
市

民
、
事
業
者
、
行
政
の
役
割
と
連

携
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
を
目

的
に
、新
た
な
「
環
境
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
本
市
が
目
指
す
望

ま
し
い
環
境
像
を
「
み
ど
り
輝
く

豊
か
な
未
来
」
と
定
め
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
な

ど
、
新
た
に
５
つ
の
環
境
目
標
を

設
定
し
、
本
市
が
持
つ
健
全
で
恵

み
豊
か
な
環
境
の
保
全
と
創
造

に
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
を
よ
り
総
合
的
か

つ
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、
本
年

度
よ
り
環
境
課
を
新
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

公
共
交
通
網
の
整
備

　
市
民
バ
ス
４
路
線
の
運
行
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
実
績
や

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
現
行
の
各
種
割
引
制
度

を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
よ

り
効
果
的
な
Ｊ
Ｒ
と
の
接
続
や
朝

夕
の
登
下
校
な
ど
と
の
連
絡
調
整

を
円
滑
に
す
る
た
め
、
４
月
１
日

か
ら
の
運
行
ダ
イ
ヤ
を
一
部
改
正

し
、
通
勤
、
通
学
者
の
さ
ら
な
る

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
６
月
か
ら
穂
坂
町

三
之
蔵
・
日
之
城
地
区
を
対
象
に

実
施
し
て
き
ま
し
た
「
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
補
助
に
よ
る
高
齢
交
通

弱
者
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
に
つ
い

て
も
、
両
地
区
に
加
え
て
、
本
年

度
か
ら
新
た
に
、
上
今
井
、
長
久

保
、
原
地
区
に
も
対
象
エ
リ
ア
を

拡
大
し
、
引
き
続
き
、
地
域
の
実

情
に
あ
っ
た
交
通
施
策
の
あ
り
方

を
検
証
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

観
音
山
公
園
整
備

　
市
民
会
館
跡
地
を
、
市
民
憩
い

の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
的
な
公
園
と

し
て
活
用
す
る
た
め
、
順
次
、
公

園
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
広
場
内
に
は
耐
震
性
貯
水
槽
を

設
置
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
も

図
り
ま
す
。

駅
前
広
場
整
備

　
駅
前
周
辺
地
区
総
合
整
備
計
画

の
な
か
で
、
駅
前
広
場
の
利
便
性

の
向
上
に
加
え
、
市
の
玄
関
口
に

ふ
さ
わ
し
い
修
景
を
創
造
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
雨
よ
け
シ
ェ
ル
タ

ー
の
新
設
、
駐
輪
場
整
備
及
び
カ

ラ
ー
平
板
舗
装
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
駅
前
広
場
に
あ

る
高
遠
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
に
つ
い

て
は
、歴
史
的
な
背
景
に
も
鑑
み
、

可
能
な
限
り
駅
前
広
場
の
庭
園
内

に
移
植
す
る
ほ
か
、
現
状
の
植
樹

が
可
能
な
場
所
に
苗
木
を
戻
す
こ

と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

快
適
に
暮
ら
す
た
め
の

美
し
い
景
観
の
創
造

　
本
市
の
美
し
い
自
然
や
歴
史
・

文
化
的
景
観
を
守
り
、
活
か
し
、

育
て
る
こ
と
を
理
念
と
し
た
「
景

観
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
条
例
の
制
定
に
加
え
て
、
景

観
に
関
す
る
行
政
事
務
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
計
画
で
は
、
市
内
全

域
を
対
象
に
、景
観
保
全
の
た
め
、

特
に
大
規
模
な
も
の
に
規
制
が
か

か
る
ほ
か
、
神
山
町
全
域
を
重
点

地
区
と
し
て
位
置
づ
け
、
歴
史
文

化
基
本
構
想
等
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
事
業
な
ど
に
も
寄
与
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

市
道
整
備
の
推
進

　
市
道
韮
崎
１
号
線
道
路
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
工

事
に
着
手
し
、
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
度
の
完
成
を
目

指
し
て
、
引
き
続
き
工
事
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
市
道
穂
坂
３
号
線
に
つ
い
て

は
、
辺
地
対
策
事
業
債
を
活
用
し

て
、
本
年
度
よ
り
、
拡
幅
改
良
工

事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
時
点
で
の
全
体
計
画
は
、
幅

員
５
．
５
メ
ー
ト
ル
で
、延
長
１
．

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

橋
梁
長
寿
命
化
推
進
事
業

 

市
内
の
管
理
橋
梁
の
う
ち
、

１
２
６
橋
に
つ
い
て
、
平
成
21
年

度
か
ら
順
次
点
検
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、「
韮
崎
市
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
年

度
か
ら
補
修
や
耐
震
補
強
工
事
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

環  
境

交  

通

景  

観

道  

路

橋  

梁

心地よい定住環境のあるまちづくり　
　　　　　　　　　　　 　　予算額（千円）

1 環境衛生事業 2,253
2 廃棄物処理対策事業 61,719
3 資源リサイクル推進事業 17,182
4 エコライフ普及促進事業 9,230
5 韮崎駅前広場改修事業 197,400

6 市営住宅・定住促進住宅管理事業 93,564

7 中央公園管理事業 97,993
8 観音山公園整備事業 30,030
9 市民バス委託運行事業 40,975

10 高齢交通弱者支援モデル事業 2,930

11 橋梁長寿命化推進事業 24,678
12 市単独道路整備事業 150,644
13 辺地対策道路整備事業 20,000
14 堀切橋拡幅整備事業 16,391
＊ 上水道事業 1,390,286
＊ 公共下水道事業 1,476,263

公　  園

＊印は、特別会計・企業会計
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魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

農
林
業
生
産
基
盤
の
整
備

　
農
業
生
産
基
盤
及
び
生
活
環
境

基
盤
の
合
理
化
・
効
率
化
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
「
県
営
中
山
間
地
域
総

合
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
県

営
事
業
に
よ
り
事
業
の
詳
細
設
計

を
行
い
、
各
地
区
で
組
織
す
る
推

進
協
議
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
優
先
順
位
等
を
検
討
し
、
事

業
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
認
可
を
受
け
た
竜

岡
地
区
56
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
県
営

農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
」
に
つ

い
て
も
、県
に
よ
る
詳
細
設
計
と
、

土
地
改
良
区
に
よ
る
換
地
計
画
書

の
作
成
を
行
い
、
平
成
26
年
度
よ

り
、
順
次
工
事
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

商
工
業
の
振
興

　
今
後
５
年
間
を
計
画
年
次
と
す

る
第
２
期
「
ま
ち
な
か
活
性
化
計

画
」
に
基
づ
き
、
プ
レ
ミ
ア
ム
ふ

れ
あ
い
商
品
券
事
業
な
ど
、
評
価

の
高
か
っ
た
事
業
の
継
続
実
施
に

加
え
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

新
た
な
取
り
組
み
な
ど
、
順
次
、

28
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
事
業
の
推
進
に
際
し
て
は
、
集

客
力
、
波
及
力
、
商
業
振
興
力
を

３
つ
の
テ
ー
マ
に
据
え
、
主
役
と

な
る
事
業
者
や
地
域
の
自
発
性
を

積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
か

で
、
ま
ち
な
か
の
活
性
化
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

訪
れ
る
人
に
感
動
を
与
え
る

観
光
事
業

　
や
ま
な
し
国
文
祭
を
契
機
と
し

て
、本
市
を
訪
れ
る
観
光
客
等
に
、

良
質
な
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備

を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
統
一
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン

に
よ
る
観
光
看
板
、
誘
導
標
識
を

設
置
し
ま
す
。

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
支
援

　
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
チ
ア
の
挑
戦
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
ビ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
に

対
し
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く
ヴ

ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
を
、
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
の
一
員
と
し
て
積
極
的
に

支
援
し
て
い
く
た
め
、
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
の
改
築
や
芝
生
の
植
え
替
え

な
ど
、
環
境
の
整
っ
た
施
設
整
備

を
行
い
、
主
要
練
習
会
場
と
し
て

提
供
し
ま
す
。

　
練
習
に
は
市
内
外
よ
り
多
く
の

見
学
者
が
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
サ
ッ
カ
ー
を
通

じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
、

本
市
の
活
性
化
に
も
大
い
に
寄
与

す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
28
回 

国
民
文
化
祭

小
林
一
三
翁

生
誕
１
４
０
周
年
記
念
事
業

　
全
国
初
の
通
年
開
催
と
な
る
富

士
の
国
や
ま
な
し
国
文
祭
で
は
、

本
市
に
お
い
て
も
日
本
舞
踊
の
祭

典
ほ
か
、
４
つ
の
主
催
事
業
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
、
多
く
の
人
々
が
本
市

を
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
さ

ら
な
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
魅
力
を

案
内
す
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
養

成
や
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
、
国
文
祭
に
彩
り
を
添
え
る

様
々
な
お
も
て
な
し
企
画
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
時
を
同
じ
く
し

て
、
本
年
は
小
林
一
三
翁
生
誕

１
４
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
茶
人
一
三
翁

に
あ
や
か
っ
た
大
茶
会
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
鉄
道
運
転
会
な
ど
の
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
わ
が
ふ
る

さ
と
の
偉
人
「
小
林
一
三
翁
生
誕

の
地
に
ら
さ
き
」
の
名
を
広
く
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

人
が
集
う
交
流
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
３
階
か
ら
の
入
口

に
障
が
い
者
用
の
ス
ロ
ー
プ
を
設

置
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
利
便
性

の
向
上
を
図
り
、
よ
り
魅
力
あ
る

セ
ン
タ
ー
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
早
期
実

現
に
向
け
て
、
よ
り
計
画
的
に
事

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ
コ
リ
」

は
、
お
か
げ
さ
ま
で
当
初
の
想
定

を
上
回
る
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用

い
た
だ
き
、
昨
年
12
月
に
は
、
オ

ー
プ
ン
以
来
の
入
館
者
が
延
べ

50
万
人
を
達
成
す
る
な
ど
、
世
代

を
超
え
た
人
々
と
の
交
流
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
活

農 
林 
業

商 

工 

業

観  
光

魅力あふれるまちづくり　 　　　　　　
　　  予算額（千円）

1 県営畑地帯総合土地改良事業 51,996
2 小土地改良事業 82,986

3 県営農業生産基盤整備事業（竜岡地区） 11,250

4 県営中山間総合整備事業 40,500
5 新規就農者支援事業 11,580
6 松くい虫防除事業 32,748
7 まちなか活性化推進事業 16,528
8 中小企業振興資金融資事業 2,638
9 観光施設管理事業 13,295
10 観光振興事業 15,908
11 韮崎市武田の里まつり補助事業 14,277
12 地区公民館運営事業 24,186
13 市立図書館管理運営事業 67,219
14 中央公園芝生管理事業 49,031
15 国民文化祭事業 16,338

16 国民文化祭・小林一三生誕 140周年記念事業 2,984

17 史跡新府城跡発掘調査事業 8,013
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健
全
な
行
政
活
動
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

『
夢
と
感
動
の
テ
ー
マ
シ
テ
ィ

に
ら
さ
き
』
の
実
現

　
本
年
度
に
、
第
６
次
長
期
総
合

計
画
の
中
間
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
平
成
26
年
度
以
降
、
今
後
５

年
間
の
後
期
計
画
を
見
直
し
ま

す
。

　
後
期
計
画
は
、
現
在
の
長
期
計

画
策
定
以
降
に
生
じ
た
社
会
情
勢

の
変
化
に
加
え
、
安
心
・
安
全
や

環
境
の
保
全
、
雇
用
環
境
の
整
備

な
ど
と
い
っ
た
、
時
代
の
潮
流
や

市
民
意
識
の
高
ま
り
に
も
配
慮
し

な
が
ら
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
た

『
夢
と
感
動
の
テ
ー
マ
シ
テ
ィ
に

ら
さ
き
』
の
実
現
に
向
け
て
の
諸

施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

業
を
進
め
て
い
く
た
め
、
第
２
次

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
「
男
と

女
（
ひ
と
と
ひ
と
）、
と
も
に
煌

く
夢
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
市
民
の
意

識
、
日
常
生
活
の
状
況
な
ど
か

ら
見
え
る
、
本
市
の
課
題
等
に

も
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、「
男

女
が
互
い
を
認
め

合
い
、
市
民
す
べ

て
が
協
働
す
る
ま

ち
・
に
ら
さ
き
」

の
実
現
に
取
り
組

み
ま
す
。

人が集う交流のあるまちづくり　　 　　　
　　　　　　　　　　　　　　  予算額（千円）

1 韮崎市民交流センター管理運営事業 78,976

2 文書管理事業 24,031
3 広聴広報事業 16,867
4 事務事業外部評価実施事業 182
5 男女共同参画社会づくり事業 1,458
6 地区活動推進事業 23,749
7 国際交流事業 2,825

　
市
税
等
に
つ
い
て
、
４
月
か
ら

す
べ
て
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス

ト
ア
で
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
休
日
や
夜
間
で
も
手
数
料
な
し

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
忙
し
く
て
平
日
の
昼
間
に
納

め
ら
れ
な
い
方
は
、
コ
ン
ビ
ニ
納

付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
金
融

機
関
及
び
市
役
所
の
窓
口
で
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
ら
れ
る

　
市
税
等

　
・
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）

　
・
固
定
資
産
税

　
　（
都
市
計
画
税
を
含
む
）

　
・
軽
自
動
車
税

　
・
国
民
健
康
保
険
税

　
　（
普
通
徴
収
分
）

　
・ 

介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　（
普
通
徴
収
分
）

■
納
付
書
の
様
式
が

　
変
わ
り
ま
す

・
コ
ン
ビ
ニ
納
付
用
の
バ
ー
コ

ー
ド
が
印
字
さ
れ
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
納
期
が
複
数
あ
る

場
合
は
、
各
納
期
分
を
ま
と

め
て
綴
じ
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始
で
、

一
枚
ご
と
（
綴
じ
ら
れ
て

い
な
い
状
態
）
の
単
票
に
変

わ
り
ま
す
。
納
め
て
い
た
だ

く
際
に
納
期
を
間
違
え
ま
す

と
、
本
来
の
納
期
分
に
つ
い

て
督
促
状
が
発
送
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
次
の
場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
で
は

　
納
め
ら
れ
ま
せ
ん

　
・
金
額
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
　

　
・
一
期
当
た
り
の
合
計
金
額
が

　
　
30
万
円
を
超
え
て
い
る
　

　
・
コ
ン
ビ
ニ
で
の
取
扱
期
限
を

　
　
過
ぎ
て
い
る

　
・
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
め
な
い

　
・
旧
納
付
書

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
最
寄
り

の
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
窓
口

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
お
手
元
に
あ
る
旧
納
付
書
に
つ

い
て
は
、
新
納
付
書
に
変
更
さ
れ

ま
す
と
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
い
た

だ
け
ま
す
。

定
期
的
夜
間
・
休
日
の
収
納

及
び
税
相
談
窓
口
を
廃
止

　
平
成
20
年
よ
り
行
っ
て
き
ま
し

た
定
期
的
な
夜
間
・
休
日
収
納
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
の
減
少
、
コ

ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始
に
伴
い
、
時

間
外
で
も
納
付
可
能
と
な
り
ま
し

た
の
で
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
今
ま
で
ご
利
用
さ
れ
て
い
た
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
新
納
付
書
を
送
付
い

た
し
ま
す
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、夜
間
納
税
相
談
窓
口
は
、

随
時
受
付
・
開
設
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
収
納
課
徴
収
・
管
理
担
当

　
　（
内
線
１
６
３
〜
１
６
６
）

24
時
間
３
６
５
日

　

い
つ
で
も
気
軽
に
コ
ン
ビ
ニ
収
納


